










●日時：2019 年 7 月 6 日（土） 14：30 ～ 17：45
●会場：市ヶ谷キャンパス ボアソナードタワー 3 階 BT0300
●内容： 映画『人形のいる風景－ドキュメント・オブ・百鬼どんど





















































2013 年度の SJ 国内研修で、飯島町のアトリエでワークショップをさ
せてもらいお世話になった）もお招きすれば、伝統と変革の問題によ
264
21異文化
り鋭く切り込めたものと思われるが、所要時間の関係で今回は断念し
た。
幸い、飯田から参加された飯田人形劇フェスタ実行委員長の口から、
そうした催しをいずれ飯田で実施してみたい旨の希望が語られた。今
回の東京での催しが、ひいては飯田や飯島にも影響を与えるとすれば、
SJ 国内研修で毎年お世話になっている研修地にせめてものご恩返し
をする意味で、また有益なことであろう。
奇しくも岡本芳一の命日に実施された今回のFICオープンセミナー
が、時間や空間の枠を超えて、人と人とのつながりや文化間の交流に
寄与するとしたら、主催者として幸いなことである。人形劇文化につ
いては、SJ 国内研修の事前学習でも毎年扱っているが、今後とも関
連イベントを適宜開催して、人形劇表現の可能性を探ってみたい。
 【髙栁俊男、渡辺昭太】
（左）渡邊世紀監督、（右）松澤文子さん
